
放熱ユニット

赤外線センサー（Meridian）
による熱伝導の見える化

熱伝導 デモンストレーション
Heat Conduction Demonstration

✓電動化システムの内部熱を効率的に抑えたい
✓放熱材の効果がわからない
✓すでに放熱対策は実施しているが、さらに放熱性能を向上させたい

①放熱材の有無による効果
②熱伝導の可視化
③放熱材の種類・特性の違いの比較

体感いただけること

放熱材の比較

✓熱伝導の体感（熱源～ヒートシンク）
✓温度変化の表示
✓データのリアルタイムグラフ表示

（上）放熱フィン
側の温度

（下）発熱側の温
度

課題

放熱ユニット

熱源

ヒートシンク

放熱材

アルミプレート

✓放熱ユニットは交換可能
ご希望の構成で比較できます温度計測（上）

温度計測（下）

□40

ユニットは交換可

《ユニット交換可能パーツ》

■ヒートシンク
銅フィン／アルミフィン／ピンフィン（アルミ）

■放熱材
・ギャップフィラー（2W／3.5W）
・放熱シート（1W／2W／3W／3.2W／5W／13W）

※交換パーツは今後追加予定

《冷却ファン》
空冷による冷却が可

能

✓160×120pxの高解像度
✓測定温度範囲 -40℃～400℃
✓シャッターレス構造で
様々な用途に対応可能
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